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Ｆ
Ｉ
Ｔ
導
入
後
に
着
手
さ
れ
て
い
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
の
多
く
は
、
自
家
消
費
を
ベ
ー
ス
と
す
る

事
業
か
ら
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
て
売
電
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
に
転
換
し
て
い
る
。
電
力
会
社
に
対
す
る
安
定

的
な
売
電
を
保
証
す
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
利
用
せ
ず
、
地
域
で

活
用
し
よ
う
と
す
る
積
極
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
、

事
業
者
に
は
働
き
に
く
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

将
来
の
制
度
や
事
業
環
境
に
も
よ
る
が
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の

買
取
期
間
終
了
後
は
、
発
電
事
業
の
継
続
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
が
働
か
ず
、
各
地
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設

の
運
転
停
止
も
懸
念
さ
れ
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
持
続
的
に
根
付
か
せ
る
に
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
み
に
頼
ら

ず
、
事
業
の
持
続
性
を
担
保
す
る
手
段
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
地
産
地
消
の
視
点
が
必
要
で
あ
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り
、

各
々
、
地
産
地
消
の
観
点
か
ら
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
後
押
し
を
受
け
て
急
速
に
拡

大
し
た
太
陽
光
発
電
に
着
目
し
、
地
域
へ
の
電
力
小
売

り
自
由
化
を
視
野
に
入
れ
、
太
陽
光
発
電
か
ら
得
ら
れ

る
電
力
の
大
量
調
達
に
着
手
し
て
い
る
事
業
者
も
現
れ

Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
導
入
に
伴
う
事
業
環
境
の
変
化

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

地
産
地
消
の
可
能
性

ギ
ー
は
、
地
域
に
埋
蔵
さ
れ
る
自
然
資
源
を
活
か
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
地
域
振
興
や
経
済
活
性
化
、
災

害
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、
さ
ら
に
は
地
域
の
防

災
性
向
上
に
つ
な
が
る
技
術
と
し
て
も
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
導
入
以
前
よ
り
、
国
等
の
補
助
事
業
や
委
託

事
業
を
利
用
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
で
活

用
す
る
動
き
は
あ
っ
た
。

　

北
海
道
下
川
町
で
は
、
町
内
の
製
材
工
場
で
排
出
さ

れ
る
端
材
や
林
地
残
材
な
ど
を
利
用
し
た
木
質
バ
イ
オ

Ｆ
Ｉ
Ｔ
導
入
以
前
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
事
例

て
い
る
。
そ
の
他
、
地
熱
や
水
力
、
風
力
な
ど
各
電
源

の
特
徴
を
活
か
し
た
地
産
地
消
の
取
り
組
み
は
様
々
な

地
域
で
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
に
着
目
し
た
い
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
自
然
現
象
の
影
響

を
受
け
に
く
く
、
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
に
応
じ
て

供
給
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
や
す
い
特
徴
が
あ
る
。
ま

た
、
発
電
利
用
に
加
え
て
熱
利
用
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が

高
い
た
め
、
遠
方
へ
の
輸
送
が
難
し
い
熱
を
効
率
的
に

利
用
す
る
観
点
か
ら
、
地
産
地
消
は
理
に
か
な
っ
て
い

る
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
調
達
に
は
必
ず
製
材
工
場
等

の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
介
在
す
る
た
め
、
資
源
調
達
か
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
・
消
費
ま
で
、
地
域
一
体
の
経
済

活
動
と
し
て
貢
献
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
収
集
運
搬

コ
ス
ト
の
高
さ
か
ら
、
未
利
用
間
伐
材
は
毎
年
約

二
、〇
〇
〇
万
立
方
㍍
発
生
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
活
用

で
き
れ
ば
地
域
で
の
新
た
な
産
業
創
出
が
期
待
さ
れ
る
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
す
る
場
合
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
変
換
効
率
が
発
電
に
比
べ
て
高
く
、
石
油
や
天
然

ガ
ス
と
も
競
争
で
き
る
熱
利
用
が
主
軸
に
な
る
。
一
方
、

熱
利
用
は
、
夏
場
に
お
け
る
熱
需
要
の
確
保
、
長
期
安

定
的
な
供
給
先
と
な
る
地
域
ユ
ー
ザ
ー
の
確
保
、
熱
供

強
靭
で
し
な
や
か
な

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
向
け
て

マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
り
、
温
泉
宿
泊
施
設
に
お
け
る
温

泉
加
温
や
暖
房
の
熱
源
と
す
る
熱
供
給
事
業
が
、
平
成

十
七
年
三
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。
青
森
県
八
戸
市

で
は
、
市
庁
舎
や
小
中
学
校
に
設
置
さ
れ
た
太
陽
光
発

電
や
風
力
発
電
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
マ
イ
ク
ロ
グ
リ

ッ
ド
の
実
証
研
究
事
業
が
、
平
成
十
七
年
十
月
か
ら
平

成
二
十
年
三
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
、
自
立
分
散
型
電

源
の
可
能
性
や
課
題
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
先
進
事
例
は
、
公
共
施
設
や
観
光
資
源
な

ど
の
地
域
資
源
を
う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
で
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
で
消
費
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
、

地
域
振
興
や
経
済
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
可
能
性
を

示
唆
し
て
い
る
。

給
が
滞
っ
た
場
合
の
対
応
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
森
林
施
業

が
活
発
化
す
る
夏
場
に
需
要
が
大
き
く
な
る
木
材
乾
燥

施
設
、
陸
上
養
殖
施
設
や
熱
帯
性
の
花
卉
・
果
物
栽
培

施
設
な
ど
付
加
価
値
が
高
く
安
定
し
た
温
水
利
用
が
見

込
ま
れ
る
施
設
、
温
浴
施
設
や
温
泉
宿
泊
施
設
な
ど
通

年
で
の
熱
需
要
が
見
込
ま
れ
る
施
設
な
ど
、
地
域
に
お

け
る
安
定
的
な
熱
需
要
の
発
掘
が
鍵
と
な
る
。
ま
た
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
技
術
を
持
ち
込
む
地
域
外
の
事
業
者

と
地
元
と
の
良
好
な
関
係
を
構
築
す
る
た
め
、
雇
用
創

出
や
地
域
と
の
共
同
投
資
な
ど
に
配
慮
す
る
こ
と
も
重

要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
熱
電
併
給
型
の
シ
ス
テ
ム
と
し

て
災
害
時
の
電
力
供
給
不
安
な
ど
の
社
会
的
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
平
常
時
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た

売
電
に
よ
り
事
業
採
算
性
を
確
保
し
、
持
続
可
能
な
事

業
を
目
指
す
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
加
え
て
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
資
源
の
安
定
調
達
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
仮

に
調
達
で
き
な
い
場
合
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
が
滞
ら

な
い
よ
う
、
安
定
し
た
電
力
系
統
や
灯
油
ボ
イ
ラ
ー
等

と
の
併
用
も
考
慮
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、

地
産
地
消
・
自
立
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ
ス
テ

ム
と
合
わ
せ
て
、
安
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
系
統
が
共
存

し
て
こ
そ
、強
靭
で
し
な
や
か
な
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
が
整
う
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

平
成
二
十
四
年
七
月
に
開
始
さ
れ
た
固
定
価
格
買
取

制
度
（
Ｆ
ｅ
ｅ
ｄ
│

ｉ
ｎ 

Ｔ
ａｒ
ｉ
ｆ
ｆ
。
以
下
「
Ｆ
Ｉ

Ｔ
」
と
い
う
）
を
受
け
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
投
資
が
加
速
し
て
い
る
。
今
年
四
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
に
も
寄
与
で
き
る
有
望
か
つ
多
様
で
、
重
要
な

低
炭
素
の
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
と
と
も
に
、
各
省
に
お
い
て
も
関
連
予
算
が
盛
り

込
ま
れ
る
な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
り
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
拡
大
し
て
い
る
。

　

一
方
、
地
域
に
目
を
向
け
る
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
巻
く
事
業
環
境

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

地
産
地
消
の
可
能
性
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